
「生活道路対策エリア」における計画策定、対策実施 （新潟市日和山小学校地区の事例）

■新潟市中央区日和山地区の対策エリアのビッグデータ分析結果と主な対策内容

○新潟市中央区日和山地区では､小学校移転に伴う通学路の安全確保について、住民と協働で検討
（平成28年３月に「生活道路対策エリア」に登録）。
○ビッグデータを活用することで住民との課題共有の円滑化に繋がり、平成28年11月に交通規制や
物理的デバイス等による具体的な対策内容を決定。平成29年２月から対策工事に着手。

■新潟市日和山小ワークショップ
＜構成メンバー＞
・日和山小学校、PTA、交通安全推進協議会、
新潟柳都中学校、日和山小セーフティスタッフ
・コミュニティ協議会、関係自治会
・埼玉大学、新潟青陵大学、(公財)国際交通安全学会
・国土交通省、新潟中央警察署、新潟市

新潟市日和山小ワークショップの開催状況

ワークショップでのビッグデータ分析結果の活用

狭さくの設置

ゾーン３０の指定【日和山地区の速度図】

歩道設置＋スムース歩道設置
日和山小学校正門

歩道設置 スムース歩道設置

通行規制＋ライジングボラード設置


